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ふ
ぅ
.が
、
決
し
て
左
樣
で
は
な
い0
5今

一

人
背 

名
な
る
：法
學
家
、
グ
ィX

ト

シ

ヤ

ィ

'
ト

敎

授
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T

§

學

に

於

け

る

腾

史

學

派

」

.

國

す

る

播

依

論

交

じ

於

て

.、

.次

め

如

く

；
述
.ベ
‘
て

居
 

ん 
o(

，
，

N
o
r
d

 .lmd S
i
i
d
v
o
m

 J
a
Q
&
r

 

I8々
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s.
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ノ

ミ

敏

I
の

m
係

懸

購

ニ 
s
:

1
t



n

 

(

5

四
-)

"雜

‘錄

•錯
舉I
社
會
料
舉
を
ね

:「
$

見
解
§

れ
ぱ
、人i

々〈

の
間
は
は
.

(

人
々
0
見 

.
^
0
0
^
は
ネ〕

唯
だ11

や
の
根
本
的
な
る
鳳
別
が
ぁ 

4
マ
：

4

はS
R

の
座
#

®自
然
的
條
仲e
超
越
，す.1

 

を
信
仰
す
る.者
を
"
か̂
，、
る
#

仰
を
抱
か
ざ
る 

者
さ
の
間
化
察
ずf
膝
別
0 

4
 

I

.つ

.样
、
‘眞
理
を
以
：て 

形
式
-
^

H

む
も
者
と
"ク
眞
理
を
以
てi

に
直
f
絶
先 

す
自
ら
生
®
し
、
無

限

進

步

す

る

も

の

W

認
む
者 

さ
の
間
に
存
す
る
#
‘別
是
れ
^

る
。，
.ダ
，1

ル
ア
ン 

®
&
l
m
a
n
n
)
：

.
の
言
.葉
を
借
*
^
‘
で
云
へ
ぱ
、
綴
，い
尖
端 

を
持
て
る
流
動
的
眞®
の
原
理
‘ 

: S
n
2 i
p
:: der 

s-issigenl. 

W
a
h
r
h
e
i
t

を
：世

界R
:僕
入
せ
し
め
力
る
事 

ば
ぐ
歷
史
學
源®
.永
久
的
功
績
で
ぁ
る
。

」

.:;

法
律
學
の一

學

蔣

斯

ゃ『

流
：動
：的
眞
理」

を
：説
く
‘も

ぱ
な
ふ
'な
い
0
人
或
は
思
ふ
か
も
知
れ'な
い
‘。-
凡
て
の 

理
性
ざ
凡
：て
の
耗
驗
ぼ
全"-卒

直

與

つ
.
1
軟
に
皮
き 

す
る
は
、：：
取§

數
0「

银
學
者
ビ0
み
め
特
權
で
あ
る 

€ 
0 

§s

^

s '

眞
理
の
事
柄
はヴ

法
め
事
柯
ざ
.密 

接
な
る
厥
係
を
有
る©
で
あ
る
。ラ
其
れ
故
，に
今
"
單 

簡
に
^
を̂
解
明
せ
ね
ぱ.
.
^
?
ら

な

，
い
。
；，

V
グ
ィ
ン
シ
ヤ
イ
ト
敎
能

§

所
1

「

形
^
1
を̂0

て
のM

 

p

i
 -5̂

は
，、"
例
べ
'ば
か
、
ニ 

§ ニ
倍
ル10:

に
四
で
あ
る
。 

物
體
れS

?

ガ
は
懷
に
其
ゆ
處
に
，取
比
例
じ
、
距
離
の
自 

乘
じ
反
比
例
ず
。、
文
ホ1
射̂

先

線

は

谱

に

§
^

ざ̂

等

じ 

•
'
.
T
C
部
度
，̂

射
形
成
す
等
是
れ
で
あ
る
。
約
言
す 

W

ぱ
、'物
®

本
性
は
め
特
榮
變
な
る

.

.を

以

で-
M
0 

仏
，
不

變

；で

が

る

，

0」

然
ざ
に
：

S

ル
に
反
レ
て「

流
動
的
霉

の
が
あ
爲
の
ヤ
あ
る◊
ナ
實
にi

法
#
.
學
派
が
、
未
だ.全

理

」
、
の
說
ま
3
^
理
#

不
變i

i

を
：否
認
す
る
。
.流
動
的
眞 

0

，法
#

學

の

學

域

に

'
®
せ

ざ

る

「

眞

域」

め
.上

特

：：

理：論じ依れ

'ぱ
ゥ
眞
碟
は"
兼
象
と
賞
在
t

め
'T

敎
で
あ 

殊

の

趣

論

を

，建

設

す

る

爲

め

> 

.故
意
と
其
：の
道
を
離
れ
：：

わ
。
從
て

「

流
微
敝」

眞
理
ぱ
又「

流
動
的」

賞
狂
を
前
提 

ね

ぱ

，な
.ら

な

か

C
V

た
i

ヒ
は
n

驚
ぐ
可
き
事
で
あ
ら
ね.

ず
る
。
其
れ
故
に「
絕
對
的
生
成」

な
る
も
の
の
有
無
が

問
題
で
あ
る
力
 

.

「

躯
對S

生
成」

の
論
者
じ
し
て
、
其
の
眞R
主
張
す 

るV

て
み
の
も
の
を*
だ̂
な
ら
1
恐
ら
く
論
卷
は
自
已 

の
主
張
々
以
て
公y

見
ゆ
る
を
反
省
す
る
で
あ
ら3
0

泡
に

.「

絡
動
的
生
成」

：
な
ふ
も
の
は> 1

,

の
，原
因
な& 

.
0
0
y
徒
て
自
然
：

i

於
け
名
凡
て
の
联
序
と
合
法
性

' 

Ordnimg und 

Gesetzm§
,ssigkeit 

の
否
足
、
：
即
ち
 

4
‘

'
.

:

-

•
ン

.
 

..
 

,..,. 

:, 

,

•
; 

. 

.

.

.

. 

■ 

I

切
め
概
驗
ピ一

切
の
科
學
す&

遵
定
で
あ
る
。

：

絕
對
的 

生
成
ビ
因
果
法
則

Kausalititsg

サetz 

.ヒ
は
‘相
互
：に
：反 

撥
す
る
。
然
る
に
抑
々
如
‘例
な
る
變
此
も
®

對
的
で
は 

4
:く̂
、
原
因
な
ズ
し
て
ぱ
起̂
得
^

い̂
か
ら
、i

 
f
f
l
.

0
.
 

變
化
が
そ
れ
に.從
て
起
-

是
等
の
.變
化
を
其
：原
因
：？ 

結
付
け
る
法
則̂
^の̂
奢
は
不
可
變
で
あ
る
。
，
自
然
の
：中 

筒
物
は
；確
ル
に
不
撒
の
變
化
に
支
配
せ

.ら

れ：：

て

ゐ

る" 

が
、.I-

.般
に
銜
物
間
の0
.
0
に
於
：

は®
常
で
あ
；る
。

； 

0
0
S
S
^
M 
f
 

r

舰

的

纖

鎭

族

な

タ

法

則
 

を
®
究
す
る
.ニ

ダ

あ

即

ち

科

學

の

：時

題

-ャ
' あ
：

^

つ

て

"
，
.
此

處に
：：

亦

期

ぐ

の

如

ぐ
.
"絶

斜

的

生

成

」

，に

墓

ぐ

理

：論

；ご
：
、 

「

流

動

，
的

奥
®」

に
基
く
稱
論
ざ' 
が
全 
< 働
立
し
て
，ゐ
る 

の
で
あ
る
。

此

の

驚

く

ぺ

さ

學

說

，：の
導
因
一
を
理
：會

す

る

こ

と

は

困 

難
で
破
な
い
。.
自

然

は

"

凡

す

の

齒

物

の

變

化

以

外

は 

或
る
領
域
に
於
て
"
特

人

他

世

界

於

て

は

發

展

の 

系
列
，
歷
史
的
經
過
を
奥
へ
て
ゐ
る
。
：か
、
る
各
々
0
 

凝
：®

は
-
.
常
に
原
始
的
狀
德
か
ら
のS

K

な

る

自

己

：推 

移
.セ

あ
.る
0
.
其

れ

故

に

此

の

事

，實

は

、

：：

物

の

本

質

ご

し 

て
タ 

'自
らj

.

定

の

方

向R

絡
え
す
變
化
す
る
！：も0

な
を 

こ
ざ

.
變

化

即

ち

生

成

は

，單

，に

'

®
物

の

み

に

非

：中

じ

て

： 

全
體
即
ち
自
然
其
の
も
の.
.

X

特

徵

な

，ね

，；

a

の
確
信
を
容 

易
に
.起
さ
し
む
る
機
緣
た
る
れ
で
め
え.ひ
、普
太
陽
系
は 

恐
ら
ぐj

の
，®

轉
せ
る
.原

氣

體

，か

ら

進

化

せ

：
し

：
：

^

に
，
 

織
な
な
い
？
而
し
て
地
球
や
"
.
其
の
表
皮
は
、
原
氣
體
. 

か
ら
分
離
‘後
非
常
に
..長
い
.
進
化
の
適
殺
を
K

て
，成
就
#

: 

れ
た-

e

の
.
で
あ
：る
こ
ビ
は
明
か.で

あ

る

。

今

、

地

球

：の
，

f

 

i

 

(
一 :1 

S

I

)

.離
：

錄

さ
社
會
科
學

の
m
m

第i

眺

111,

五



辕

十

六

卷(

ニ I

六)

.
0
錄

哲

學W

社
會
科
學

W

の.鹏
係
\

上
化
見
出
さ
る
、
有
機
物
を
一
度
に
目R
し
得
る
な
ら 

ぢ

.
其

め形
狀
、
其
の
種
類
に
著
し
き
變化

の

跡

あ.

る 

モ
離
む
‘る

で

あ

ら

ぅ

。

此

の

事

货

は

"

て

埋

沒

せ

ら 

れ

力

，る

動

舰

物

翻

の

遺

物

が

，

宛
が

ら
別

®

界

め 

.の

如

ぐ

語

て

ゐ

る

。

次

で

最

後

に

齊

人

に

最

紙

て

立

，
て 

る
も
の
は
吾
人
人
類
の
條
凰
で
あ
る
。

.
此
の
修
M

,5̂

る 

S
r

又S
v

力
に.1

萬
银
を
經
て
来
ね
も
の
で
、
此
の
先
る 

ま
何
舞
永
ズ
韻
く
か
ご
！

K

ふ
こ
ご
は
語
ら
得
な
、ィ
處
で 

あ
ぶ
。
.
此

處

ま
X

は
、
其
れ
故

r

流
動
的
奥
？

論
ぜ 

「

^

激

他

生

：成

」

驗
へ

の
動

機

を

有

す

る
Q

で
あ
る
。
也 

，球

ホ

典

の

殖

民

ビ

ね

千

歳

の

過

糖

R

於
て
、
幾
多
の
力 

质
タ
變
化
の
跡
を
殘
し
て
ま
た
。
在
時
眞
れも
し

も

め 
:

で
现
に
最
ポ
な
ら
ざ
る
も
の
甚
だ
少
ぐ
な
い
。M
& 

は
其
れ
放
‘に
自
も
®

化
す
る
も
の
さ
み.え
る
。

然

し

乍

ら

此

の

事

策

ほ

、r

流

動

的

眞

理

し

をg

 

r
®

 

對

的

在

？

S
」

の

辩

識

者

が

之

附

與

す

る

意

義

を

を

て
 

は

ゐ

な

い

。

人

間

以

外

の

凡

て

の

他

の

物

が

'
原

始

的

第」

総

！ 

二 
：
 4C

.狀

態

か

ら

現

狀

に

：
至

る

：
迄

め

纖

化

'は
‘
、
.正
に
.物
：̂

學
的
、 

化
學
的
變
，化
‘の

法

.則

に

従

.
ひ

班

た

も

の

で

あ

つ

.
て

，

其
 

法

則

：；は

，
叉

現

は

一

僻

作

用

し

港

ぐ

は

有

力

セ

‘
あ

る

？
^
,

J

ビ
何 

人

も

.疑

は

な

い

處

'で
あ
.る
，
。
.其

れ

故>
.自

然

は

根

參
 

於

て

は

變

化

せ

ぺ
^
寧

ろ

反

て

不

變
'で

あ

る

。
：
吾

人

、
、 

，
物

理

論

に

從
.て
，、

か

の

變

化

及

び

此

の

®

已
ポ
變
0

意 

義
を
尋
ぬ
る
ビ
き
吾
人
は
學
ぶ
で
あ
ら
ぅ
。
物

P

の
根 

本
的
元
素
即
ち
原
子
は
其
れ0
身
.
'

1

般
に
劫
初
以
来
變 

化
し
得ざ

.：>

し
も
の
で
、
S

然
源
の
.凡
て
の
變
化
は
、 

畢

竟

す

る

ち

原

：子
，ゆ

離

合

集

散

；

P

他

な

らぬ ：，：：>.i 
s
o 

素

ょ

：
^
皮
相
な
る
解
釋

14

依

れ

ば

"

物

は

文

全

然

變

化 

す

る

"か

如

ぐ

み

ゆ
る
も

、
も

の
，> 
蔣

底

に

臂

せ

か

ん

X 

止

ま

ざ

る

⑥

摩
は
反
て

、
物

.，V

の
も
の
 

>
不
變
に
し 

て

"

變

化

と

みゆ
る
は
、
.
.
賞

は

空

間

に

於

け

る

物

の

雄
 

合
及

び
關
係

に

，過

ぎ

な

い

ぃ

ビ

を

敎

ゆ

る

の

で

あ

る

0 

自
然
科
學
ど
眞
め
哲
學
は
、
絕
纖
的 

生

成

を

‘認
め
ざ
る
點

じ

於

T

、.
換
言
す
れ

ぱ

變

に

4
物

i

i
i
i
s
i
a
i

.特

有

の

鶴

對

的

卞

潔

に

；弗

ず

v
wす
る
點
に.於
：.4.

政
-
 ̂

て
ぬ
：
る"
そ
の
賺
據
は
上
雑
の
如
果
び
法
則

9

 4," 

般
的
支
配
こ
れ
で
あ
る0.
 

®
嚴
寧
は
敎
へ‘ 

T日
‘ふ
V
 

.原

E

概
き
赖
化
：£

、
.即
ち
變
化
信
湘
對
的
で
わ
る
す
。

.

/ 

. 

, 

.:- 

- 

•
• 

■

'

此

の

：
哲

，藥

ご

自

§

擧
ぶ
の
典
通
點
は
、，.
ダ
同
時
に
依 

て
：ル
て
S
紫
を
K
別

す

る

，
點

，
で

め

‘

.て
、
此
れ
無
く
し 

て
♦

嘴
に
相
互
4

i

盾
に
照
る
の
で
ま
。
兩
： 

蔣
④
好
岐
ポ"
，其
.
目
，的
及
び
問
題
の.相
違
に
：基<
o
:
:
,

 

J
激
ま
學
の
目
的
及'ぴ
.谓
题
は
"
现
象
の
.法
，
則

.
^
摘

究 

し

て
★
第

根

據

ょ
b
レ

說

明

す

る

あ
 

爲
。
然

る

に®事

の

問

題

は

之

反
.し

て
"取

に
.眞

を

：， 

P;

ち溯
-®

的

漆

當:

求

む
る.に

め

る

。
.‘
其

れ

故

哲
 

多
^
. 

%;獨

.果
灘

：

ゆ
-絕對
的
ぶ

-醫

性就

，
て，.は
.、
、.，ま

然

.科 

,
5̂

は
；異

め

想

用

を

，

.；̂
す

の

で

あ

る
'
。
.

湖
物
の
微
對
的
本
嚴
に
：非
す
、
杨
の
本
質
其
ゅ 

^

ゆ
は
攝
對
：

常
.：

で
あ
一
る.f 

の
命
題
ょ
.，-

ぐ
...；̂

て
：，， 

生
す
る
も
の
ぱ
> 

物
の
.經
驗
的
特
質
は
、
絕
對
的
、
％

原
的〈

即
ち
通
.常
の
自
然
そ
の
も.の
'に
非
す
、
想
しV

 

凡
ャ
の
節
物
の
變
化
は
、.え
れ
物£

{經
驗
.的
#

質
f
c腐 

す
る
も
の
で
あ
る

.だ
云
ふ
結
論
で
あ
る
。
這
般
の
意
ル 

は
> 

以
下
の
；説

明

依

；て4.

樹
明
か
に
：，せ
ら
るA

で
あ 

ら
お
が
、.
1吾
人
は
：

旣
£
1

此
處
に
？.以

上

の

：
事

實

ょ

，み

し

、 

て
；
、

孤

會

？
^
學

に

録

しV
、，

如

何

に̂
最

も

重

要

な

る

：
事

.
 

賞

即

ち>
.
<間

世

界

に‘於

て

，は
，
、

唯
-
◎
自

然

法

則

の

.'支 

配
ざ
妥
當
あ
る
の
：み
に
非
ザ
し
て
、
、
.
.同

：
時

に

义

、

.ま

然
 

凝

則

ポ

は

全

然
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を
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、
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範
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範
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範
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あ
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。
，
.蔣
者
、
人
間
は
、：

全 

然
自
然
法
則
.の
支
絶
下
に
あ
る
經
驗
的
自
救
以
外
物

'
 

の
絕
對
的
て
正
常
な
る
本
濱
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近
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❖
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も
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す
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簿
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れ
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。
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狀
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あ
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